
別紙１　参考様式

１　対象地区の現状

２　対象地区の課題

４　３の方針を実現するために必要な取組に関する方針（任意記載事項）

名護市 久志地区（久志、豊原、辺野古） 平成27年３月 令和3年2月24日

実質化された人・農地プラン

市町村名 対象地区名（地区内集落名） 作成年月日 直近の更新年月日

①地区内の耕地面積 81.5ｈａ

②アンケート調査等に回答した地区内の農地所有者又は耕作者の耕作面積の合計 41.9ｈａ

③地区内における〇才以上の農業者の耕作面積の合計 34.7ｈａ

ⅰ　うち後継者未定の農業者の耕作面積の合計 7.7ｈａ

ⅱ　うち後継者について不明の農業者の耕作面積の合計 22.0ｈａ

④地区内において今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積の合計 2.2ｈａ

（備考）

久志及び辺野古地区は、面整備及びかんがい排水事業の導入により農業の環境がほぼ整えられている状況で
あるが、豊原地区は面整備及び農業用水の整備がされていない状況から農業の振興が難しい地域である。

３  対象地区内における中心経営体への農地の集約化に関する方針

・中心経営体へ耕作放棄地や離農が想定される農業者の農地を斡旋し、中心経営体へ農地集積を図り農地の有
効活用を促進する。

○新規就農者の確保、育成に努め、農地中間管理機構を活用しながら農地の有効利用を図っていく。

〇耕作放棄地や離農が想定される農業者の農地状況を把握し、当地区の中心経営体への集積並びに新規就農
者への斡旋等を行う。


